
５．経営所得安定対策の見直し及び日本型直接支払制度の創設 

 
農林水産業を産業として強くしていく政策（産業政策）と、国土保全といった多面的

機能を発揮するための政策（地域政策）を車の両輪として取組を進める中で、今回、経

営所得安定対策の見直し、日本型直接支払制度（多面的機能支払）の創設、麦・大豆・

飼料用米等の戦略作物の本作化による水田のフル活用及び米の生産調整の見直しを含

む米政策の改革の４つの改革を進める。これにより、構造改革に逆行する施策を一掃し

つつ、政策を総動員することで経営マインドあふれる農業経営体の育成と、これらの農

業経営体が自らの経営判断に基づき作物を選択できる環境の整備を図り、農業の構造改

革を進め成長産業とするとともに、農業・農村の多面的機能の維持・発揮、食料自給率

・自給力の維持向上と食料安全保障の確立を図る。 

 

また、毎年の施策の推進に当たっては、今回の改革の成果が着実に上がるよう、不断の

見直しを行う。 

 

（参考資料１「制度設計の全体像」（平成 25 年 11 月 26 日農林水産業・地域の活力創

造本部決定）参照。） 
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農
山
漁
村
の
多
面
的
機
能
の
発
揮

／
生
産
現
場
の
強
化
に
関
す
る
主
な
改
革
の
概
要

担
い
手
（
新
規
参
入
を
含

む
。
以
下
同
じ
。
）
へ
の
農

地
集
積
・
集
約
化
に
よ
り
、

「
農
業
経
営
者
の
経
営
判

断
」
を
軸
と
し
た
「
農
業
の

産
業
と
し
て
の
自
立
」を
目

指
す
。

農
地
中
間
管
理
機
構

意
欲
あ
る
農
業
者
へ
選
択
肢
を
提
供

飼
料
用
米
等
へ
の
取
組
は
、
米
の
生
産
性
の
向
上

や
農
地
の
集
約
化
も
促
進
。

構
造
改
革
が
進
む
よ
う
、

担
い
手
に
施
策
を
集
中
す

る
こ
と
で
、
農
地
の
出
し

手
に
よ
る
農
地
中
間
管
理

機
構
へ
の
農
地
の
貸
付
け

を
促
す

生
産
目
標
数
量
に
沿
っ
て

主
食
用
米
を
作
付
け
す
る

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
段
階

的
に
取
り
除
き
、
経
営
判

断
に
基
づ
く
作
付
け
に
移

行以
下
の
４
つ
の
改
革
を
進
め
、
政
策
を
総
動
員
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
･農
村
全
体
の
所
得
倍
増
を
目
指
し
、
創
意
工
夫
に
富
ん
だ

農
業
経
営
体
の
育
成
、
農
業
・
農
村
の
多
面
的
機
能
の
維
持
・
増
進
、
食
料
自
給
率
の
向
上
と
食
料
安
全
保
障
を
確
立
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
の
発
想
に
基
づ
き
、
麦
・
大
豆
・
飼
料

用
米
・
米
粉
用
米
等
、
需
要
の
あ
る
作
物
（
戦
略
作
物
）

を
振
興
し
、
食
料
自
給
率
の
向
上
と
６
次
産
業
化
を
推
進

生
産
者
等
が
行
政
に
よ
る
生
産
数
量
目
標
に
頼
ら
ず
、

自
ら
の
経
営
判
断
に
基
づ
き
、
需
要
に
応
じ
た
生
産

が
行
わ
れ
る
よ
う
、
環
境
整
備
を
推
進
。

世
界
の
農
政
の
潮
流
に
沿
っ
て
、
地
域
の
活
動
組
織
が
、

農
地
を
農
地
と
し
て
維
持
す
る
た
め
に
行
う
、
地
域
活

動
を
支
援
す
る
「
農
地
維
持
支
払
」
を
創
設

構
造
改
革
に
逆
行
す
る
米
の
直
接
支
払
交
付
金
の
廃
止

な
ど

地
域
の
共
同
活
動
を
支
え
、
農
地
や
水
路
、
農
道
等
を

維
持
・
管
理
で
き
る
集
落
の
体
制
を
維
持
す
る
こ
と
で
、

担
い
手
の
負
担
を
軽
減
し
、
構
造
改
革
（
担
い
手
へ
の

農
地
集
積
）
を
後
押
し

・
10
年
後
に
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
８
割
を
達
成

・
10
年
後
に
担
い
手
の
米
の
生
産
コ
ス
ト
を
全
国
比
で

4割
減

農
業
の
成
長
産
業
化
へ

生
産
行
動
に
リ
ン
ク
し
な
い
支
払
で
地
域
を
支
え
、
経

営
判
断
に
ゆ
が
み
を
与
え
な
い
（
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
）

水
田
の
フ
ル
活
用
に
よ
り
、
不
作
付
地
、
耕
作
放

棄
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、
生
産
コ
ス
ト
も
低
減

①
経
営
所
得
安
定
対
策
の
見
直
し

（
旧
・
戸
別
所
得
補
償
政
策
）

【
産
業
政
策
】

④
米
政
策
の
改
革

【
産
業
政
策
】

③
需
要
の
あ
る
作
物
の
振
興

【
産
業
政
策
】

②
多
面
的
機
能
支
払
の
創
設

【
地
域
政
策
】

５
経
営
所
得
安
定
対
策
の
見
直
し

及
び
日
本
型
直
接
支
払
制
度
の
創
設
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経
営
所
得
安
定
対
策
（
旧
戸
別
所
得
補
償
制
度
）
の
見
直
し

担
い
手
（
認
定
農
業
者
、
集
落
営
農
、
認
定
就
農
者
）
に
限
定
し
て

実
施
す
る
（
た
だ
し
、
規
模
要
件
は
課
さ
な
い
。
）
。

生
産
者
の
拠
出
を
伴
う
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
、
収
入
の
減
少

の
影
響
を
緩
和
（
基
準
収
入
か
ら
下
が
っ
た
分
の
９
割
を
補
填
）
。

平
成
30
年
産
米
か
ら
廃
止
す
る
。

平
成
26
年
産
米
か
ら
廃
止
す
る
。

全
て
の
販
売
農
家
を
対
象
に
、
米
価
が
標
準
的
販
売
価
格
よ
り
低
下

し
た
場
合
、
生
産
者
の
拠
出
な
く
補
填
。

（
標
準
的
販
売
価
格
か
ら
の
低
下
分
を

10
割
補
填
）

全
て
の
販
売
農
家
を
対
象
に
、
米
も
コ
ス
ト
割
れ
し
て
い
る
と
し
て
補

填
。
（

10
a当
た
り

1.
5万
円
）

戸
別
所
得
補
償
制
度
と
し
て
平
成

22
年
度
か
ら
導
入

＜
現
行
制
度
＞

＜
改
革
の
内
容
＞

諸
外
国
と
の
生
産
条
件
格
差
か
ら
生
ず
る
不
利
（
コ
ス
ト
割
れ
）
を
補

填
。
（
麦
、
大
豆
等
の
畑
作
物
が
対
象
）

経
営
所
得
安
定
対
策
に
つ
い
て
は
、
産
業
政
策
的
な
観
点
か
ら
見
直
し
を
行
い
、
バ
ラ
マ
キ
と
の
批
判
が
あ
っ
た
米
の
直
接
支

払
交
付
金
及
び
米
価
変
動
補
填
交
付
金
は
廃
止
し
、
ゲ
タ
対
策
や
ナ
ラ
シ
対
策
に
つ
い
て
は
、
担
い
手
に
限
定
し
た
経
営
安
定

対
策
と
し
て
実
施
。

◆
米
の
直
接
支
払
交
付
金

◆
米
価
変
動
補
填
交
付
金

◆
畑
作
物
の
直
接
交
付
金
（
ゲ
タ
対
策
）

◆
米
・
畑
作
物
の
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
（
ナ
ラ
シ
対
策
）

産
業
政
策
と
し
て
、
担
い
手
の
経
営
安
定
を
確
保

中
期
的
に
は
、
す
べ
て
の
作
目
を
対
象
と
し
た
収
入
保
険
の
導
入

に
つ
い
て
調
査
・
検
討
を
進
め
、
そ
の
道
筋
を
つ
け
る
。

激
変
緩
和
の
た
め
の
経
過
措
置
と
し
て
、
2
6
年
産
米
か
ら
単
価
を
大
幅

に
削
減
し
た
上
で
、
2
9
年
産
ま
で
の
時
限
措
置
と
す
る
。

激
変
緩
和
の
た
め
、

26
年
産
に
限
り
、
ナ
ラ
シ
対
策
非
加
入
者
に
対

す
る
影
響
緩
和
対
策
を
実
施
す
る
。

担
い
手
経
営
安
定
法
に
基
づ
き
平
成

19
年
度
か
ら
導
入

５
経
営
所
得
安
定
対
策
の
見
直
し

及
び
日
本
型
直
接
支
払
制
度
の
創
設
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○
農
業
を
産
業
と
し
て
強
化
し
て
い
く
産
業
政
策
と
車
の
両
輪
を
な
す
「
地
域
政
策
」
と
し
て
、
農
業
の
多
面
的
機
能
の

発
揮
の
た
め
の
地
域
活
動

(活
動
組
織
を
作
り
、
市
町
村
と
協
定
を
締
結

)に
対
し
て
支
援
す
る
多
面
的
機
能
支
払
を
創
設
。

○
共
同
活
動
を
通
じ
て
地
域
の
農
地
を
農
地
と
し
て
維
持
す
る
と
と
も
に
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
と
い
う
構
造
政
策
を

後
押
し
。

○
農
業
・
農
村
は
、
国
民
全
体
が

利
益
を
受
け
る
「
公
共
財
」
と
し

て
、
国
土
保
全
、
水
源
か
ん
養
、

景
観
形
成
等
多
面
的
機
能
を
発
揮
。

○
他
方
で
、
近
年
、
農
村
地
域
の

高
齢
化
、
人
口
減
少
等
に
よ
り
地

域
の
共
同
活
動
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
る
多
面
的
機
能
の
発
揮
に

支
障
が
生
じ
る
状
況
。

○
こ
の
た
め
、
農
業
・
農
村
が
有

す
る
多
面
的
機
能
が
今
後
と
も
適

切
に
発
揮
さ
れ
る
と
と
も
に
、
担

い
手
の
育
成
等
構
造
改
革
を
後
押

し
す
る
必
要
。

○
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
も
、
環
境
や
農

村
振
興
を
重
視
し
た
直
接
支
払
へ

の
シ
フ
ト
が
進
行
。

背
景
・
必
要
性

多
面
的
機
能
支
払
の
概
要

多
面
的
機
能
を
支
え
る
共
同
活
動
を
行
う
集
落
等
を
支
援

※
担
い
手
を
中
心
と
し
た
地
域
内
の
協
力
・
役
割
分
担
を
明
確
に
し
て
、

担
い
手
に
集
中
す
る
水
路
・
農
道
等
の
管
理
を
地
域
で
支
え
、
農
地
集
積
を
後
押
し

農
地
維
持
支
払

○地
域
内
の
農
業
者
が
共
同
で
取
り
組
む
地
域
活
動
（
活
動
組
織
を
つ
く
り
市
町
村
と
協

定
を
締
結
）
を
支
援
。

○2
6年
度
は
予
算
措
置
と
し
て
実
施
し
、
27
年
度
か
ら
法
律
に
基
づ
く
措
置
と
し
て
実
施
。

※
5年
後
を
目
途
に
施
策
の
実
施
状
況
の
点
検
、
効
果
の
評
価
を
行
い
、
施
策
の
見
直
し
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。

※
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
及
び
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
援
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
枠
組
み
を
維
持
し
つ
つ
継
続
。

現
行
の
農
地
・
水
保
全

管
理
支
払
を
組
替
え

地
域
資
源
の
質
的
向
上
を
図
る
共
同
活
動
を
支
援

資
源
向
上
支
払

支
援
対
象

・
農
地
法
面
の
草
刈
り
、
水
路
の
泥
上
げ
、
農
道
の
砂
利
補
充
等

・
構
造
変
化
に
対
応
し
た
体
制
の
拡
充
・
強
化
、
保
全
管
理
構
想
の
作
成

支
援
対
象

・
水
路
、
農
道
、
た
め
池
の
軽
微
な
補
修

・
植
栽
に
よ
る
景
観
形
成
、
ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
等

山
口
県
長
門
市

日
本
型
直
接
支
払
制
度
（
多
面
的
機
能
支
払
）
の
創
設

５
経
営
所
得
安
定
対
策
の
見
直
し

及
び
日
本
型
直
接
支
払
制
度
の
創
設
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多
面
的
機
能
と
は
、
水
路
、
農
道
等
を
含
め
、

農
地
を
農
地
と
し
て
維
持
す
る
こ
と
に
よ
り
発
揮
さ
れ

る
、
国
土
の
保
全
、
水
源
か
ん
養
、
景
観
形
成
等
の
機
能

農
業
の
多
面
的
機
能
は
、
こ
れ
ま
で
集
落
の

人
々
が
無
償
で
水
路
、
農
道
を
守
る
こ
と
に
よ

り
維
持

都
市
で
は
、
道
路
や
水
路
の

管
理
費
用
は
自
治
体
が
負
担

○多
面
的
機
能
を
維
持
・
発
揮

○担
い
手
を
支
え
る
集
落
共
同
活
動
や

担
い
手
以
外
の
人
達
を
含
め
て
６
次
産
業
化
、

都
市
と
の
交
流
で
地
域
が
活
性
化

日
本
型
直
接
支
払
（
多
面
的
機
能
支
払
）
で
構
造
改
革
を
後
押
し

水
路
や
農
道
等
を
保
全
・
補
修
す
る
地
域
の
共
同
活
動
を
支
援

・
担
い
手
の
負
担
が
減
り
、
安
心
し
て
規
模
拡
大
に
取
り
組
め
る

・
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
と
い
う
構
造
改
革
を
後
押
し

こ
の
ま
ま
高
齢
化
等
が
進
め
ば
…

・
水
路
や
農
道
等
の
保
全
・
補
修
に
係
る
担
い
手
の
負
担
が
増
大

・
農
地
を
預
け
た
人
の
中
に
は
地
域
を
離
れ
る
人
も

規
模
拡
大
し
よ
う
と
す
る
と
、

水
管
理
や
農
道
補
修
が

大
変
に
な
る
な
ぁ
・
・
・

規
模
拡
大
し
て
も
水
路
、
農
道

は
み
ん
な
が
守
っ
て
く
れ
る
の

で
あ
り
が
た
い
な
ぁ
。
預
か
っ
た

農
地
で
し
っ
か
り
稼
ぐ
ぞ
！

水
路
の
共
同
管
理

農
産
物
の
加
工
・
販
売

み
ん
な
で
６
次
産
業
化

に
取
り
組
む
ぞ
！

農
地
は
担
い
手
に
預
け
た
け
ど
、

水
路
や
農
道
は
み
ん
な
で
守
ろ
う
！

農
地
は
担
い
手
に
預
け
て
、
隠
居
す
る
か
、

息
子
の
元
へ
引
っ
越
そ
う
か
・
・
・

対
策
前

対
策
後

水
路
の
ひ
び
割
れ

鳥
獣
被
害

雑
草
の
繁
茂
、
路
肩
の
崩
壊

農
道

道
普
請

零
細
経
営
で
コ
ス
ト
割
れ
だ

け
ど
、
1
.5
万
円
も
ら
え
る
な
ら
、

お
米
を
作
ろ
う
か
な
・
・
・

主
食
用
米
の
作
付
や
生
産
調
整
の
達
成
と
リ
ン
ク
し
な
い
新
た
な
支
払
（
デ
カ
ッ

プ
リ
ン
グ
）
は
、
経
営
判
断
を
ゆ
が
め
る
こ
と
が
な
く
、
選
択
の
幅
を
拡
げ
る

多 面 的 機 能 支 払 の 導 入

高
齢
化
、
人
口
減
少

に
よ
り
集
落
活
動
が

低
迷

3

５
経
営
所
得
安
定
対
策
の
見
直
し

及
び
日
本
型
直
接
支
払
制
度
の
創
設
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食
料
自
給
率
・
自
給
力
の
向
上
に
向
け
た
水
田
の
フ
ル
活
用

～
需
要
に
応
じ
た
戦
略
作
物
等
の
振
興
～

＜
現
在
＞

＜
今
後
の
方
向
＞

○
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
の
発
想
に
基
づ
き
、
飼
料
用
米
・
麦
・
大
豆
な
ど
の
戦
略
作
物
等
に
つ
い
て
、
生
産
性
の
向
上
や
高

付
加
価
値
化
を
後
押
し
し
、
水
田
の
フ
ル
活
用
を
図
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
食
料
自
給
率
・
自
給
力
も
向
上
。

○
水
田
に
お
け
る
飼
料
用
米
・
麦
・

大
豆
な
ど

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
※

・
戦
略
作
物
助
成

→
作
付
面
積
に
応
じ
て
一
定
額

を
交
付

・
産
地
資
金

→
地
域
が
取
り
組
み
内
容
（
作

物
）
、
単
価
を
設
定

意
欲
あ
る
生
産
者
に
と
っ
て
経

営
の
選
択
肢
が
拡
大

食
料
自
給
率
・
自
給
力
の
向
上
を
図
る
観
点
か
ら
、

水
田
の
フ
ル
活
用

・
需
要
の
あ
る
飼
料
用
米
等
の
生
産
性
の
向
上
と
本
作
化

地
域
に
お
け
る
作
物
振
興
の
設
計
図
と
な
る

「
水
田
フ
ル
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
作
成
と
地
域
の
裁
量

に
よ
る
戦
略
的
な
交
付
金
（
旧
：
産
地
資
金
）
の
活
用

数
量
払
い
の
導
入
と
多
収
性
品
種
の
取
組
へ
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
付
与

・
ニ
ー
ズ
の
高
い
麦
、
大
豆
な
ど
の
振
興

・
地
域
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
た
戦
略
的
な
交
付
金

（
旧
：
産
地
資
金
）
に
よ
り
、
６
次
産
業
化
に
向
け
た
特

色
の
あ
る
魅
力
的
な
産
品
の
産
地
づ
く
り

目
指
す
姿

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
の
発
想
に
基

づ
き
、
飼
料
用
米
・
麦
・
大
豆

な
ど
需
要
の
あ
る
作
物
を
振
興

し
、
所
得
を
増
大

生
産
コ
ス
ト
の
削
減
、
農
業
経
営

の
規
模
拡
大
・
構
造
改
革
に
寄
与

生
産
拡
大
と
生
産
性
の
向
上
を
後
押
し

※
生
産
数
量
目
標
に
従
っ
て
い
る
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
交
付

・
主
食
用
米
と
作
期
を
ず
ら
し
て
飼
料
用
米
に

取
り
組
み
、
機
械
や
労
働
力
を
最
大
限
に
活
用

・
稲
作
全
体
に
つ
い
て
、
生
産
性
の
大
幅
な
向

上
と
生
産
コ
ス
ト
の
削
減

・
経
営
規
模
の
一
層
の
拡
大
や
農
地
の
集
約
化

水
田
の
フ
ル
活
用
に
よ
り
、
食

料
自
給
率
・
自
給
力
を
向
上
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水
田
活
用
の
推
進
（
飼
料
用
米
の
振
興
）
に
よ
る
構
造
改
革
の
促
進

〈
現
在
〉

〈
見
直
し
後
〉

交
付
金
の
充
実

を
契
機
に
、
作

付
体
系
を
変
更


法
人

E
で
は
、
配
分
面
積
ど
お
り

の
主
食
用
米
と
飼
料
用
米
の
生

産
に
よ
り
水
田
面
積
を
維
持
。


多
収
・
低
コ
ス
ト
生
産
の
取
組
は

行
わ
れ
て
い
な
い
。


作
業
ピ
ー
ク
が
あ
り
、
法
人

E
は

規
模
拡
大
が
困
難
な
状
態
。

Ｃ
さ
ん

農
業
法
人
E

Ｂ
さ
ん

Ｄ
さ
ん

◆
取
引
し
て
い
る
大
手
養
豚
業
者
の
要
請
に
応
じ
、
主
食

用
米
と
作
期
の
異
な
る
飼
料
用
米
を
作
付
け
る
こ
と
に

よ
り
作
業
の
ピ
ー
ク
を
分
散
し
、
多
収
･低
コ
ス
ト
生
産
に

取
り
組
み
、
周
辺
農
地
を
引
き
受
け
、
規
模
を
拡
大
。

◆
多
収
品
種
（
80

0k
g台

/1
0a
）
や
低
コ
ス
ト
技
術
の
導
入

、
機
械
の
効
率
的
利
用
に
よ
り
、
大
幅
（
４
割
）
コ
ス
ト
削

減
を
実
現
。

コ
シ
ヒ
カ
リ

（
早
生
）作
業
ピ
ー
ク
を
分
散

１
日
当
た
り
作
業
量

作
業
時
期

作
業
が
短
期
間
に
集
中

モ
ミ
ロ
マ
ン

（
中
生
）
も
ち
だ
わ
ら

（
晩
生
）

コ
シ
ヒ
カ
リ
（
早
生
）

レ
ー
ザ
ー
レ
ベ
ラ
ー
均
平

無
人
ヘ
リ
湛
水
直
播

鶏
糞
焼
却
灰
の
利
用

ほ
場
で
の
立
毛
乾
燥

無
人
ヘ
リ
防
除

低
コ
ス
ト
仕
様
農
業
機
械

飼
料
用
米

（
モ
ミ
ロ
マ
ン
（
中

生
）
）

主
食
用
米

（
コ
シ
ヒ
カ
リ
（
早

生
）
）

前 年 は
不 作 付 地

配
合
飼
料
（
米
使
用
）

前 年 は
不 作 付 地

前 年 は
不 作 付 地

外
食
・
中
食
向
け
主
食
用
米

（
あ
き
だ
わ
ら
（
中
生
）
）

水
稲
収
穫
量
の
４
割
を
飼
料

用
米
と
し
て
出
荷
（
品
種
は

主
食
用
米
、
飼
料
用
米
と
も

同
じ
）

◆
飼
料
用
米
の
成
功
を
踏
ま
え
、
外
食
・
中
食
向

け
多
収
品
種
を
導
入
す
る
な
ど
、
主
食
用
米
に

も
同
様
の
手
法
を
導
入
し
、
法
人
に
お
け
る
米
の

生
産
コ
ス
ト
を
４
割
削
減
。

◆
主
食
用
米
の
効
率
化
に
よ
っ
て
労
働
力
に
余

裕
が
生
じ
、
規
模
拡
大
が
可
能
と
な
り
地
域
の

不
作
付
地
を
解
消
。

Ａ
さ
ん

主
食
用
米

（
コ
シ
ヒ
カ
リ
（
早

生
）
）

飼
料
用
米

（
モ
ミ
ロ
マ
ン
（
中

生
）
）

飼
料
用
米

（
も
ち
だ
わ
ら
（
晩

生
）
）

主
食
用
米

飼
料
用
米

農
業
法
人
E

農
業
法
人
E

不 作 付 地

飼 料 用 米

飼
料
用
米

（
も
ち
だ
わ
ら
（
晩

生
）
）

◆
大
手
養
豚
業
者
が
飼
料
用
米
を
給

餌
し
た
豚
は
、
“
脂
身
が

白
く
お
い
し
い
”
と
評
判
の
ブ
ラ
ン
ド
豚
肉
と
し
て
販
売
さ
れ
、

地
域
の
農
業
産
出
額
は
さ
ら
に
増
加
。

5
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新
た
な
米
政
策
の
在
り
方

＜
現
在
＞

＜
今
後
の
方
向
＞

生
産
者
や
集
荷
業
者
・
団
体
が
、
自
ら
の
経
営
判
断
や
販
売
戦
略
に
基
づ
き
、
需
要
に
応
じ
た
米
生
産
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
。
こ
の
た
め
、
環
境
整
備
を
進
め
る
中
で
、
需
要
に
応
じ
た
生
産
の
定
着
状
況
を
み
な
が
ら
、
５
年
後
を
目
途
に
、
行
政

に
よ
る
生
産
数
量
目
標
の
配
分
に
頼
ら
な
い
状
況
に
し
て
い
く
こ
と
を
、
行
政
・
生
産
者
団
体
・
現
場
が
一
体
と
な
っ
て
推
進
。

定
着
状
況
を
み
な
が
ら
、
５
年
後
を
目
途
に
、
行
政
に
よ
る
生
産
数

量
目
標
の
配
分
に
頼
ら
ず
と
も
、
国
が
策
定
す
る
需
給
見
通
し
等
を
踏

ま
え
つ
つ
生
産
者
や
集
荷
業
者
・
団
体
が
中
心
と
な
っ
て
円
滑
に
需
要

に
応
じ
た
生
産
が
行
え
る
状
況
に
な
る
よ
う
、
取
り
組
む

主
食
用
米
の
需
要
が
減
少
傾
向
。
こ
れ
に
即
し
て
、
国
は

都
道
府
県
別
の
生
産
数
量
目
標
を
配
分
し
、
行
政
が
個
々
の

農
業
者
に
主
食
用
米
の
生
産
数
量
目
標
を
配
分
。

（
一
人
当
た
り
消
費
量
：
昭
和

37
年

11
8k

g 
→

 平
成

24
年

56
kg
）

○
生
産
数
量
目
標
の
配
分

生
産
数
量
目
標
の
範
囲
内
で
主
食
用
米
を
生
産
し
た
生
産

者
に
対
し
て
、

・
米
の
直
接
支
払
交
付
金
（

1.
5万
円

/1
0a
）

・
米
の
変
動
補
填
交
付
金
（
生
産
者
拠
出
な
し
、

10
割
補

填
）

を
交
付
。

○
生
産
調
整
の
メ
リ
ッ
ト
措
置

（
環
境
整
備
）

・
現
在
国
が
提
供
し
て
い
る
全
国
ベ
ー
ス
の
主
食
用
米
の
需
給
情
報
に
加
え
、

よ
り
き
め
細
か
い
県
レ
ベ
ル
で
の
販
売
進

捗
や
在
庫
情
報
、
価
格
情
報
を
提
供

・
中
食
・
外
食
等
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
生
産
と
安
定
取
引
の
一
層
の
推
進
等

生
産
者
が
、
需
要
を
み
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
米
を
、

い
く
ら
作
る
か
な
ど
、
生
産
す
る
量
や
作
付
方
針
を
自
ら

決
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
生
産
者
の
経
営
の
自

由
度
を
拡
大

○
行
政
に
よ
る
生
産
数
量
目
標
の
配
分
を
見
直
し

生
産
者
が
自
ら
の
経
営
判
断
、
販
売
戦
略

に
基
づ
き
、
需
要
に
応
じ
た
生
産
を
推
進

生
産
調
整
に
つ
い
て
は
、
強
制
感
を
伴
う
ペ
ナ
ル

テ
ィ
を
廃
止
し
、
実
質
的
に
は
選
択
制
と
な
っ
て
い

る
も
の
の
、
行
政
に
よ
る
生
産
数
量
目
標
の
配
分
が

残
存
。
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取
組
数
年
目

米
政
策
（
主
食
用
米
生
産
数
量
目
標
配
分
）
見
直
し
後
の
姿

＜
現
在
＞

＜
見
直
し
後
＞

取
組
当
初

生
産
数
量
目
標
：1
千
ト
ン

牛
丼
屋

生
産
数
量
目
標
：
9百
ト
ン
に
減
少

契
約
数
量
を

年
間

9百
ト
ン
に
削

減


大
規
模
生
産
法
人
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
と
実
需
者
Ｄ
（
丼
物
チ
ェ
ー
ン
）
が
丼
も
の
に

向
い
た
大
粒
品
種
（
ア
ケ
ボ
ノ
）
で
複
数
年
契
約
（
１
千
ト
ン
／
年
×
５
年
間
）

を
締
結
し
、
取
り
組
み
開
始
。


全
国
の
需
要
動
向
を
反
映
し
て
、
生
産
数
量
目
標
が
毎
年
減
少
せ
ざ
る
を

得
な
い
た
め
、
数
年
後
に
は
、
生
産
数
量
目
標
を
守
り
つ
つ
契
約
数
量
を

確
保
す
る
こ
と
が
困
難
に
。

年
間

1千
ト
ン

×5
年
間

の
複
数
年
契
約
を
締
結

牛
丼
屋


農
業
者
自
ら
の
経
営
判
断
、
販
売
戦
略
に
基
づ
き
、
需
要
に
応
じ
た
生
産
を

行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
複
数
年
契
約
に
よ
る
安
定
的
な
取
引
が
促
進
さ
れ
、

生
産
者
・
実
需
者
と
も
に

W
IN

-W
IN
に
。

安
定
取
引

毎
年
注
文
ど
お
り
の
量
を

安
心
し
て
生
産
で
き
る
！

我
が
社
の
牛
丼
に
あ
っ
た

米
が
毎
年
安
定
的
に
供
給

さ
れ
る
か
ら
安
心
だ
。

法
人

A
法
人

B
法
人

C
実
需
者

D

：
主
食
用
米

：
小
麦

法
人
Ａ

見
直
し
後

年
間

1千
ト
ン

×5
年
間

の
複
数
年
契
約
を
締
結

実
需
者

D
法
人
Ｂ

実
需
者

D

牛
丼
屋

：
主
食
用
米

：
小
麦

法
人
Ｃ

法
人
Ａ
法
人
Ｂ
法
人
Ｃ
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経
営
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